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が、 fナノレシス的関一化 (narzisstischeIden楢 zierung)Jとし、う精神分析特有の概念の導入に
よって、精神医学の既存のメランコリー研究に新生衝を開いたと言えるだろう。そのメランコ
リー論の雛形となっているのは、当然のことながら精神分析の祖であるジークムント・フロイ
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ラドー で、あった。彼は 1927年9月1日にインスブタルックで開催された第 10田鹿際精神分析会
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1991 年に幸t蹴 ~imagoJlの疎うつ病特楽でラドーのメランコジー論を紹介しているが、これも 1 頁ほどの
簡単なものである(北問穣之介「うつ病の精神分析理EトK アブ、ラハムから E ジエイコブソンまて~-J
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幻 Vgl.Freud， 8igmund(914)， 8.153-157. 
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ランクのポストを引き継がせ、編集の仕事に貢献してくれているラドーとの聞にひびを入れた
くないとしづ気持ちがフロイトにあったからなのだ、ろうか。いずれにせよ、フロイトはラドー
の論に毘之、を示さなかった。
しかしながら、ラドーのメランコリー論は、母子関係を主軸においてメランコリーを捉えな
おした画期的なものである。クラインやジエイコブソンのメランコリー(うつ病)論に影響を
及ぼしていることを考患に入れれば、この論稿は見直されてしかるべきものだと思われる。ま
た、本論では村全に考察することはで、きなかったが、二重の体内化というラドーのラディカノレ
な主張は、寄る辺ない柄主の自我がナルシス内務足(愛)を超自我に求めて止まないような自
我の超自我に対する依存の問題をフロイトの論よりも深めたものだと考えられる。ラドーのメ
ランコリー論は長きに亙りその栴宝がほとんど古品去られてきたものだが、メランコリーの精
神分析的研究に大きく寄与したものだと言っても過言ではないだろう。
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